
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・毎学期2回の東京ベーシック
ドリル診断テスト実施・分析・
強化
・家庭学習週間　学期２週間×
３回

・東京ベーシックドリル診断テス
ト７割達成者７０％以上（令和８
年度までに）。

B B B ○東京ベーシックドリル診断テスト７割達
成者が１学期５７．４％、２学期が５５．
６％であった。４，５年生は今年度からの
取組である江戸川区定着度調査の結果を使
用しているため、正答率も下がり７割達成
者割合も下がっている。
○全国学力調査において、「授業時間以外
の勉強時間」が１時間以上の割合は４９％
であった。しかし都の割合は６２．２％、
全国の割合は５５％であり、都や全国と比
べると本校児童の勉強時間は少ないことが
分かる。家庭学習週間の取組の報告とし
て、平均時間や児童の傾向を伝える保護者
への啓発資料を作成した。
○担任や外部講師による補習は予定通り実
施できている。

B B ○東京ベーシックドリル診断テスト
を学期に２度行ったが、７割達成者
が1学期５７．４％、２学期が５
５．６％→５６．２％、３学期が１
回目６１％となった。学期に２度行
い、正答率が低いところを強化する
ことで定着が図ることができたの
で、今後も続けていく。
○全国学力調査において、「授業時
間以外の勉強時間」が１時間以上の
割合は令和４年度４１．１％→令和
５年度５０％→令和６年度３２％で
あった。都の割合は５４％、全国の
割合は４８％であり、都や全国と比
べると本校児童の勉強時間は少ない
ことが分かる。
　そこで、家庭学習週間の取組の報
告として、平均時間や児童の傾向を
伝える保護者への啓発資料も作成し
た。学年でもある程度時間がかかる
宿題量をだすようにしている。今後
も引き続き学力向上に向けての取組
を実施していく。
○担任や外部講師による補習は予定
通り実施できている。

B ○授業以外の勉強時間が平均より少
ないのは、塾に通う子が少ないこと
や家庭での学習習慣が十分に身につ
いていないことが原因かもしれな
い。これを改善するには、「勉強は
楽しい。」と思えるようにすること
が必要である。学校では、宿題に工
夫を加えると自ら学ぶ意欲を高めら
れるかもしれない。家庭では、結果
だけではなく学ぶ過程を大切にする
声かけをすると良いと思う。
○みんな一律ではない。良いところ
を伸ばして苦手なところを助け合っ
て取り組んでほしい。
○個に合わせた取組として、タブ
レットの活用は良いと思うが、反
面、好きなものばかりやってしまう
様子が見られる。現代社会ではICT
を使えないと生きていけない。最新
のものを取り入れながら、一人一人
児童の様子を見ながら声かけしてい
くことが必要である。

○今年度、「誰一人取り
残さないための学力向上
アクションプラン」に基
づき、組織的な取組を
行った。毎月の運営委員
会では、学力向上につい
て話し合い、取組の分析
を行い共通理解を図っ
た。次年度も令和８年度
までの目標達成に向けて
組織的に取り組んでい
く。
○今年度は「積極的な聞
き手を育てる学習活動の
工夫～国語科を中心とし
て～」を研究主題として
校内研究に取り組んだ。
主題に迫る手立てを日常
の授業から考えPDCAサ
イクルに基づいた授業改
善を行っていく。
○次年度、実態を見なが
ら２学期以降１年生の補
習も実施していく。

・教員の授業力向上を図る研
究・研修の実施

・年間4回の校内研究授業実施。
・年間3回のICT研修の実施。

B B B ○計画通り実施し、授業力向上に努めてい
る。夏季休業日中も研修に励み、学んでき
たことを共有する様子が見られた。

A B ○「積極的な聞き手を育てる学習活動の工
夫～国語科を中心として～」を研究主題と
して校内研究に取り組んだ。児童のアン
ケートや児童の様子から目指す児童にせま
ることができ一定の成果を上げることがで
きたといえる。今年度の研究で取り組んだ
話し方・聞き方を今後も継続していきた
い。

B 先生方の本分はやはり授業だと思う
ので、これからも学び続けてほし
い。大人たちが学ぶ姿を子供たちに
見せることは必要。

○今年度の成果と課題を
確認し、校内研究全体会
で次年度の研究主題と教
科について話し合った。
次年度に改めてこれまで
の経緯を確認した上で決
定していく。

・読書を通じた探究的な学習の
実施・充実
・６月学校公開での全学級読書
科公開
・週2度の朝読書の実施

・週に２時間程度
一人一台端末や図書館の蔵書を併
用した主体的で探求的な学習活動
の実施。

B B B ○年間３５時間、読書科のねらいに迫る内
容の授業を行っている。
○図書ボランティアによる読み聞かせを毎
週実施し、本に親しむことができた。
○学校図書館はいつも整理されている。

A B ○年間３５時間、読書科のねらいに
迫る内容の授業を行っている。
○図書ボランティアによる読み聞か
せを毎週実施し、本に親しむことが
できた。
○学校図書館はいつも整理されてい
る。

A いつも子供たちのために活動してい
ただき大変ありがたく思っている。

○読書科コンクールや調
べる学習コンクールへの
参加、６年生と1年生、
５年生と２年生の読み聞
かせ等、活動の充実を図
る。

・体育学習の充実
・体力の向上
・教員の研修の充実

・江戸川っ子なわ跳びチャレンジ
の取組を学期に１回実施。
・体育実技研修を年４回実施。

B B B ○運動量を確保し、活動内容・活動場所を
配慮した体育学習を実施することができ
た。
○江戸川っ子なわ跳びチャレンジウィーク
では意欲的に取り組む姿が見られた。ま
た、なわ跳び教室では、できなかった技が
できるようになった児童もいた。
○体力テストはハッピーフレンズのグルー
プを生かし異学年で実施した。

B B ○運動量を確保し、活動内容・活動
場所を配慮した体育学習を実施する
ことができた。水泳指導は学年単位
で実施。夏季水泳指導は６日間実施
したが、熱中症警戒アラートがでた
ため、実施できたのは１８回中１０
回であった。
○なわとびや跳び箱、水泳指導につ
いて教員研修を行い指導力向上に努
めた。
○体力テストはハッピーフレンズの
グループを生かし異学年で実施し
た。

A ○プロバスケットボールクラブの
コーチを講師として招いた実技指導
は、子供たちの意識を高める良い機
会となった。講師の「夢をかなえる
ためには選択肢を増やすことが大
切」や「選択肢を増やすためには勉
強も必要」といった言葉から、体力
づくりだけでなく、勉強の大切さも
学ぶことができたと思う。
○今年度は区の施策として、縄跳び
を活用した体力づくりに力を入れて
いる。子供たちが楽しみながら身体
を動かしている様子が見られるの
で、今後も継続してほしい。

○水泳指導については今
年度の実態を踏まえ、１
学期で終えられるよう計
画する。夏季水泳指導は
実施しない。行事ごとの
教員の反省をしっかりと
とり、次年度に向けてよ
り良い提案ができるよう
にしていく。
○区の施策としての縄跳
びチャレンジウィークや
縄跳びの出前授業を、本
校に合った計画を立てて
実施していく。

・生活リズムカードの実践と分
析

・学期に１回実施
・家庭との連携のもと、児童が自
分で良い生活習慣を選び、行動す
る力を養う。

B B B ○7日間目標をもって取り組むこと
ができた。朝食欠食や寝る時間につ
いては課題があるため、引き続き家
庭と連携していく。

B B ○保健だよりでの啓発や年に2回の
生活リズムカードの取組を実施する
ことで、保護者への働きかけをする
ことができた。家庭によっては担任
より個別の声かけを行っていく必要
がある。

B ○生活リズムカードの取組時期を、
長期休み後半から実施してはどう
か。その方が学校が始まる前に早寝
早起き等を意識させることができる
のでは？

○引き続き家庭と連携し
ながら実施する。
○取組期間をもう少し長
めに設定する。

・通常学級とはこべ学級の交流
授業
・行事での連携（学年とはこべ
学級で合同）

・週１回～週２回程度の交流授
業。
・体育学習発表会や生活科・社会
科見学、宿泊行事での連携。

A A A ○実態に合った交流学習、体育学習
発表会での合同練習や発表を行うこ
とができた。
○生活科見学、社会科見学、町たん
けん等、学年とはこべ学級の連携は
図ることができている。
○休み時間の鬼ごっこ等、学年・通
常学級・特別支援学級を問わず、遊
んでいる姿が見られる。

A A ○実態に合った交流学習、体育学習
発表会での合同練習や発表を行うこ
とができた。
○特別支援校内委員会は月1回以上
開催した。特別支援教室専門員や巡
回指導教員、SC、巡回心理士、
SSW等も参加し連携を図ることがで
きた。
○副籍交流は、学校応援団のウエズ
レーの会とも連携し読み聞かせを
行った。他にも学習発表会を鑑賞す
ることで交流を図った。今後も保護
者や学校とも相談しながら活動を実
施していく。

A ○特別支援学級との交流やハッピー
フレンズ活動の実施で、子供たち
は、人それぞれ違うことを自然に受
け入れ、支え合い、認め合うことが
できていると思う。今後も続けてほ
しい。

○今後も児童の実態に
合った交流学習や行事で
の関わりを実践してい
く。
○副籍交流は、読み聞か
せの他、外国語活動も実
施することができた。今
後も保護者や学校とも相
談しながら活動を実施し
ていく。

・巡回指導や特別支援教室専門
員の活用
・特別支援教育研修の実施

週に１度、校内巡視後、効果的な
指導・場面について情報共有。

B B B ○特別支援教育専門員や巡回指導教
員、SC、巡回心理士、SSW等と連
携を図り、個に応じた指導について
情報共有を図ることができた。
○研修は１０月１８日に実施予定。

B B ○特別支援教育専門員や巡回指導教
員、SC、巡回心理士、SSW等と連
携を図り、個に応じた指導について
情報共有を図ることができた。

B ○今後も先生方や心理士等専門的な
知識をもった方とが連携し、子供た
ちがその子に合った指導が受けられ
るようにしていってほしい。

○個に応じた指導につい
て今後も情報共有してい
く。巡回指導教員だけな
く、日常的に特別支援学
級教員が工夫しているこ
とも共有していく。

・エンカレッジルームの保護者
への理解啓発

・保護者会などの機会を通じ、エ
ンカレッジルームを周知。
・HPに掲載。

C C C ○９月よりエンカレッジルームの運
用を始めた。今後も利用状況を見な
がら改善を加えつつ運営していく。

B C ○児童への居場所として周知をした
が、積極的な利用にはつながらな
かった。今後も改善を加えつつ運営
していく。

B ○エンカレッジルームの活用が生かされて
いないことの問題点を整理し、改善策を考
えていくことは重要だと思う。この制度を
求めている児童は多いと思う。

○保護者会・個人面談等でエ
ンカレッジルームについての
周知を行う。今後も改善を加
えつつ運営していく。

・生活指導夕会における情報の
共有
・生活指導全体会における情報
の共有

・週に１度開催。

・学期に１度開催。

B B B ○生活指導夕会、全体会等、定期的
に行い情報共有を図り組織的に対応
できている。
○いじめ対策委員会・不登校対策委
員会では、関係機関と連携を図るこ
とができた。
○関係機関との連携により、以前よ
り状況の改善が見られた。

B B ○生活指導夕会、全体会等、定期的
に行い情報共有を図り組織的に対応
できている。
○いじめ対策委員会・不登校対策委
員会では、関係機関と連携を図るこ
とができた。いじめ件数は減少して
いることや本校の取組をHPで報告し
た。

B ○エンカレッジルームの活用を改善
していくことは、不登校対策の一助
になると思う。数名の児童に対して
力をいれていくことは負担になるか
とも思うが、その対応をすることで
全体の児童に対する考えや対応も変
わっていくと思う。

○今後も生活指導夕会、
全体会等、定期的に行
い、情報共有を図り組織
的に対応していく。ま
た、会以外にも、教員同
士で共有を図っていく。

・いじめ対策委員会・不登校対
策委員会の開催

・月に１度の開催、SCや巡回心理
士も交えて対応策を検討する。

B B B ○月に１度開催し、対応策を検討してい
る。SCや巡回心理士、SSW,児童相談所等
と連携を図ることができた。

B B ○月に１度開催し、対応策を検討し
ている。SCや巡回心理士、SSW、
児童相談所、教育研究所、スクール
ロイヤー等連携を図ることができ
た。

B ○今後も関係機関との連携を図り、
いろいろな視点で子供たちを見守っ
てほしい。

○教科担任制により学年の教
員が学年の児童を見ていくと
いう意識が高まっている。よ
り多くの目で子供たちを見る
ことでいじめ・不登校の未然
防止・早期対応を行う。
○会議の記録をしっかりと残
し、学年が変わっても情報を
引き継いでいく。

・年４回の学校公開の実施、学
校説明会の実施
・HPの更新

・HP更新目標
　校長日記→毎日
　学年のページ
　→２週間に１度

A A A ○今年度より教室の中に入って授業
を参観可とし、より近くで子供たち
の学習の様子を感じてもらえるよう
になった。
○校長日記を毎日更新し、学校の様
子を日々伝えることができた。

A A ○校長日記を毎日更新し、学校の様
子を日々伝えることができた。
○行事後のアンケートを実施し、ご
意見を今後に活かしていく。

A ○校長日記は楽しみにしており、学
校の様子を知ることができている。

○行事後のアンケートを
実施し、ご意見を今後に
生かしていく。

・学校評議員会の実施（年３
回）
・行事後アンケート実施
・学校評価実施

・行事・学校公開後の保護者アン
ケート実施。
・保護者・教員の学校評価実施
（年１回）

B B B ○６月に学校評議員会を設け、学校
評議員の方からのご意見を伺い、児
童の授業の様子を参観していただけ
た。今後の学校運営に生かしてい
く。

A B ○６月、１１月、２月に学校評議員
会を設け、学校評議員の方からのご
意見を伺い、また児童の授業の様子
を参観していただけた。今後の学校
運営に生かしていく。

A ○子供たちの学習の様子を見ること
ができて良かった。３学期というこ
とで成長を発表する場面が多かっ
た。保護者も嬉しく思ったのでは。

○今後もご意見を伺い、
次年度の学校運営に生か
す。

・篠田堀親水緑道・江戸川の自
然、生き物、歴史、環境を題材
にした学習活動

・年１回以上の実施
・学習したこと、そこからうまれ
た疑問や分かったことをまとめ、
学級や学年、異学年児童に向けて
発表する活動を実施

A B B ○予定通り実施することができてい
る。夏季休業日中には、篠田堀３０
周年の記念イベントを本校で行い、
６年生の篠田堀を描いた図画工作作
品や金管バンドの演奏で彩りを添え
ることができた。

A ○予定通り地域と連携した活動を実
施することができた。
○学校応援団については、６年生の
職場体験の引率補助や書き初め大会
支援や家庭科の授業支援、金管バン
ド支援など、多くの方に助けていた
だくことができた。

A ○子供たちが職場体験や地域のイベ
ントに参加することで、地域や保護
者とのコミュニケーションを深めら
れていると感じた。
○中学校に数年前掲示板がつくられ
たが、小学校にもできると良い。地
域の方に見ていただけたらと思う。

○今後も地域との連携を
図った教育活動を実践し
ていく。
○次年度は自治会の長の
方たちとの集まりを企画
し、学校公開を参観して
いただいたり、学校応援
団への協力を依頼したり
等、より一層の連携を図
る。

・会議の精選。
・時間に対する意識の向上
・ICTの活用
・教員以外の人材活用と連携

・授業準備の時間を確保。
・プレミアムDayの設定と実施
（定時退勤日）。
・月残業８０時間の教員をゼロ
へ。

B B B ○校務分掌組織の改善や会議の精選、連絡
掲示板やTeamsの活用、人材の活用によ
り、月残業平均時間は概ね４５時間程度と
なっている。しかし、教員によって偏りが
見られるので、次年度に向けて原因を分析
していく（分掌の偏り等）。

B B ○校務分掌組織の改善や会議の精
選、連絡掲示板やTeamsの活用、人
材の活用により残業時間に大幅な変
化は見られない。しかし、在校時間
の長い教員が固定してきているの
で、学校安全衛生委員会の議事録を
共有し在校時間が長いと病気になる
リスクが高いことを伝えた。今後も
子供たちのために教員が健康な生活
を送ることの大切さを伝えていく。

B ○先生方には、子供たちが楽しみな
がら学べる授業をしていただいた
り、児童に寄り添い関わっていただ
いたりと大変お世話になっている。
今後も、子供たちのために健康に気
を付けて頑張ってもらいたい。

○今後も、「学校におけ
る働き方改革プラン」に
基づき、取組を実施して
いく。
○校務分掌を、経験年数
や担当学年によって負担
が偏らないように考慮し
ていく。引継ぎも考えて
担当を決定していく。

・篠三まつり
・ハッピーフレンズ
・クラブ活動
・委員会活動
・登校班会議での顔合わせと登
校班での登校

・９月実施
・年間7回実施
・年間10回実施
・年間10回実施
・4月.10月.3月実施。

A A A ○1学期は登校班、縦割り班、クラ
ブ活動、委員会活動を予定通り実施
することができた。

A A ○１～３学期全て、登校班、縦割り
班、クラブ活動、委員会活動を予定
通り実施することができた。

A ○これからも活動を充実させていってほし
い。
○篠三小の特色として給食（食育）はとて
も魅力的で素晴らしいと思う。「郷土料
理」｛地産地消」「タイムスリップメ
ニュー」「季節のメニュー」等子供たちが
興味をもちやすい内容が取り入れられてい
ると思う。

○今後も異学年交流を充
実させていく。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

学校教育目標
「かがやけ篠三っ子」
かんがえる子【重点目標】　がんばる子　やさしい子　けんこうな子

目指す学校像
子供たちが、毎日生き生きと輝く学校
教職員が、働く喜びを感じられる学校
保護者・地域が、信頼を寄せる学校

学力調査の結果は、徐々に向上しているが、都や全国の平均と比べると以前低い状況であった。また、生活指導面では個別の支援が必要な
児童について組織的に対応していくことが必要である。

前年度までの
本校の現状

確かな学力の定着に向け、確かな学力向上推進プランに基づいた授業を行い、補習等個に応じた指導を継続してきたこ
とで、学力向上に向けての基礎作りができた。また、生活面では、豊かな心づくりの取組を行い、学校全体として、児
童は落ち着いて学校生活を送ることができた。

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

○今年度はなわ跳びを通じて運動力
を強化すると聞いている。外部講師
の藤沢先生の技を見て良い刺激に
なったと思う。今後もプロの講師を
迎え、本物を子供たちに見せてあげ
てほしい。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

○ウエズレーの会の読み聞かせは、
子供たちの国語力を身に付ける一助
になっていると思う。引き続きこの
活動を実施してほしい。

・「誰一人取り残さな
いための学力向上アク
ションプラン」に基づ
いた指導の実践

・教員の授業力向上

・運動意欲の向上に向
けた取組の実施・充実

・より良い学習・生活
習慣の育成

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

・読書科の更なる充実

体

力

の

向

上

○子供だけでなく大人も一緒に学んだり、
より良い生活を送ったりすると良い。
○生活リズムカードの取組はもう少し長め
（２週間など）でも良いと思う。

・「学校における働き
方改革プラン」に基づ
く取組の実施

○教員の仕事はブラックのイメージ
が強いので、いろいろな工夫により
残業時間は以前より少なくなってい
ると聞いて良かったと思う。

・異学年集団での活動
の充実

○定期的な交流があるのは良い。
○篠三まつりでは児童が考え工夫した店舗
が並び、いろいろな人の気持ちを考えなが
ら運営したり楽しんだりすることができた
と思う。
○全校朝会では学校や校外活動で活躍した
児童を表彰しているのは素晴らしい。

特

色

あ

る

教

育
の

展
開

共

生
社

会

の

実

現

に

向

け

た

教

育
の

推

進

・特別支援学級との日
常的な交流

○通常学級と特別支援学級の交流
は、篠三の特色である。自然と心の
教育が行われていると思う。

・ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の充実

○専門的な知識をもったいろいろな立場の
方との連携を図り、その子や家庭に合った
支援が受けられるようにしていきたい。
○かえで教室の情報を知りたい。

・エンカレッジルーム
の活用促進

○エンカレッジルームの設置はとても良い
ことだと思う。その効果も検証できると良
い。
○知らない保護者もいると思う。周知でき
ると良い。

令和6年度　江戸川区立篠崎第三小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

地
域

社

会
に

開

か

れ

た

学

校
（

園
）

の

実

現

・自校（園）の取組の
積極的な発信

○学校公開は通常の実施に戻りながらも受
付にて名札の確認や記帳の実施にて、新し
い形で安全対策を実施していることは良
い。
○ホームページで学校の様子が公開されて
いるのは、保護者にも教職員にとっても良
いことだと思う。

・教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

○実際に子供たちの様子を見ること
ができるのは嬉しい。

・地域と連携した学習
活動・体験活動の充実

○６年生の職場体験では地元の商店
街を始め、近隣の事業所２０ヶ所が
関わっていた。地域と学校の関わり
が強くなることはとても良い。

○徹底的に児童に寄り添う対応を今
後もお願いしたい。

・いじめ・不登校の未
然防止・早期対応に
向けた取組の充実

○今後も関係機関との連携を図り、
いろいろな視点で子供たちを見守っ
てほしい。

・不登校対策の実施・
充実

不

登
校

・

い

じ

め
対

応

の
充

実

学

力

の
向

上

○繰り返し取り組むことで、少しず
つ数値が上がっている。繰り返しの
大切さを子供たちに実感させたい。
○勉強時間を増やすためには、子供
がダイニングテ－ブルで勉強してい
る傍で大人が勉強したり仕事をした
りすると良いのでは。

○指導力向上のため、教育委員会や
講師の先生を招いて研修会やディス
カッションを行っていることが良
かった。
○夏季休業日中にも教職員が１０５
回の研修に参加し、研究と修養に努
める姿は素晴らしいと思う。


